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東
教
育
財
団
は
、
中
央
区
内
の
学
校

教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び

に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た

め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
団
体

等
が
行
う
社
会
教
育
活
動
・
生
涯
学
習

活
動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
八
年
度
の
助
成
事
業
は
三

月
一
日
（
火
）
か
ら
募
集
を
開
始
し
、

三
月
一
八
日
（
金
）
に
締
切
り
ま
す
。 

 

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

助

成

対

象

事

業 
 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

   

  

 
 

  

展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独

自
性
や
特
色
の
あ
る
事
業
（
一
校
園
当

り
の
助
成
限
度
額
は
予
算
で
定
め
る
） 

         

〈 

参
考
事
例 

〉 

✤
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業
等

に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

✤
上
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成
し

た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

✤
外
国
人
子
女
へ
の
日
本
語
等
指
導
事 

業 ✤
姉
妹
校
交
流
（
他
文
化
交
流
・
共
生
）

事
業 

✤
伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
事
業 

✤
伝
統
芸
能
学
習
・
発
表
事
業 

✤
校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材
の

購
入
・
貸
与
事
業 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業
（
例
・

吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン
サ
ー

ト
） 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会
へ

の
参
加
事
業 

✤
学
校
周
年
記
念
事
業
（
一
〇
周
年
を
単

位
と
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
（
一

団
体
当
り
の
助
成
限
度
額
は
予
算
で
定

め
る
） 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助 

成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五 

  

    

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与

す
る
事
業
（
一
文
化
事
業
及
び
一
地
域

当
り
の
助
成
限
度
額
は
予
算
で
定
め

る
）  

助
成
対
象
団
体 

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼

稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団

体 

             

 

  

東
教
育
財
団
だ
よ
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 （２） 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体 

     

助
成
金
審
査
員
が
替
り
ま
し
た 

助
成
金
交
付
の
透
明
性
と
公
平
性
を
担

保
す
る
た
め
、
理
事
会
の
諮
問
機
関
と
し

て
助
成
金
審
査
会
を
設
置
し
、
専
門
的
知

識
を
有
す
る
学
識
経
験
者
二
名
、
財
団
役

員
二
名
、
事
務
局
員
一
名
の
計
五
名
の
審

査
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
七
年
一
〇
月
九
日
開
催
の
第
一 

七
回
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
審

査
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

   

専
門
審
査
員 

佐
藤 

榮
一 

元
開
平
小
校
長 

渡
邉 

紘
一 

坐
摩
神
社
宮
司 

（
い
ず
れ
も
新
任
） 

財
団
役
員 

冨
樫 

龍
健 

会
計
理
事
（
再
任
） 

 

梅
本 

憲
史 

審
査
理
事
（
新
任
） 

事
務
局
員 

長
谷 

隆
雄 

事
務
局
長
（
新
任
） 

し
た
が
っ
て
、
平
成
二
八
年
度
助
成

事
業
は
、
左
の
審
査
員
の
審
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 
 

               

  

助 

成 

事 

例 

の 

紹 

介 

平
成
二
七
年
度
に
助
成
し
た
事
業

で
、
既
に
実
施
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

た
も
の
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
中
大
江
校
下
夏
祭
り
子
供
太
鼓
」 

      

    

中
大
江
小
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
子
供
達
が
、
七
月
一
日
か
ら
一
〇

日
間
、
太
鼓
打
ち
の
特
訓
を
受
け
、
祭

り
当
日
（
７
／
11
・
12
）、
地
域
の
子

供
達
と
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
が
太

鼓
の
音
と
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
徒

歩
巡
行
と
ト
ラ
ッ
ク
巡
行
を
行
い
、
地

域
住
民
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
地 

 

    

 

  

域
文
化
の
一
端
に
触
れ
て
も
ら
っ
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
子 

供 

獅 

子 

教 

室
」 

  

公
募
に
応
じ
た
中
央
小
の
四
年
生
以 

上
の
児
童
達
が
獅
子
教
室
で
「
獅
子
舞
」 

を
学
び
、地
域
の
夏
祭
り（
７
／
11
・
12
） 

の
巡
行
に
参
加
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
文
化
財
「
獅
子
舞
」
の
伝
承
・ 

保
存
が
で
き
る
と
と
も
に
、
世
代
・
地 

域
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

   



   
 

（３）  

地
域
文
化
事
業
助
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
豪
商
淀
屋
の
闕
所
か
ら
三
一
〇
年
」 

 
 

設
立
一
〇
周
年
を
迎
え
た
淀
屋
研
究
会 

 

が
、
綿
業
会
館
で
「
豪
商
淀
屋
の
闕
所
か

ら
三
一
〇
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

淀
屋
闕
所
事
件
の
時
代
背
景
と
そ
の
真
相

に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
歴
史
の
知
識

を
深
め
て
も
ら
っ
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

  
 

  

 

  

    

地
域
文
化
事
業
助
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
せ
ん
ば
鎮
守
の
杜
音
楽
祭
・
芸
術
祭
」 

 

              

今
年
で
一
〇
周
年
を
迎
え
る
せ
ん
ば

鎮
守
の
杜
音
楽
祭
・
芸
術
祭
が
坐
摩
神

社
境
内
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
一
〇
月
三

日
に
開
催
さ
れ
た
。
昼
の
部
の
「
音
楽

祭
」
で
は
、
地
元
の
音
楽
団
体
や
文
化

団
体
に
コ
ー
ラ
ス
や
演
奏
活
動
の
場
が

提
供
さ
れ
、
夜
の
部
の
「
芸
術
祭
」
で

は
、
篝
火
の
明
か
り
の
も
と
で
オ
ペ
ラ

と
バ
レ
エ
が
演
じ
ら
れ
た
。 

助
成
額 

音
楽
祭
二
〇
万
円 

助 
  

助
成
額 

芸
術
祭
一
〇
万
円 

 

  

地
域
文
化
事
業
助
成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
中
央
区 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会
」 

  

六
月
二
〇
日 

中
央
会
館
に
お
い
て
、

視
覚
障
が
い
者
も
楽
し
め
る
音
声
解
説

と
聴
覚
障
が
い
者
も
楽
し
め
る
日
本
語

字
幕
が
付
い
た
上
映
会
「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
上
映
会
」
を
開
催
し
、
映
画
「
ペ
コ

ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
と
障
が
い

啓
発
の
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
「
盲
導
犬
に

な
り
た
か
っ
た
僕
」
が
上
映
さ
れ
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
第
一

歩
が
目
指
さ
れ
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

   

学
校
教
育
事
業
助
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
聴
覚
特
別
支
援
学
校
） 

「
芸
術
鑑
賞
『
舞
太
鼓 

あ
す
か
組
』」 

   

迫
力
あ
る
舞
太
鼓
の
様
々
な
演
技
に

ふ
れ
、
叩
き
方
に
よ
る
躍
動
感
の
違
い
や

繊
細
さ
な
ど
を
体
感
し
、
音
を
感
じ
る
体

験
を
通
し
て
、
何
事
に
対
し
て
も
聴
く
と

い
う
態
度
を
養
い
興
味
を
持
つ
い
い
機

会
と
な
っ
た
。 

（
助
成
額
二
七
万
円
） 

 

 



                             

  （４） 

      

大
阪
は
、「
水
の
都
」
と
い
わ
れ
、
水 

に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
き
た
ま
ち
で

あ
る
。 

 

江
戸
後
期
の
儒
学
者
広
瀬
旭
荘
は
「
天

下
の
貸
七
分
は
浪
華
に
あ
り
、
浪
華
の
貸

七
分
は
舟
に
あ
り
」（『
九
桂
草
堂
随
筆
』）

と
大
坂
が
「
天
下
の
台
所
」
で
あ
り
、
日

本
の
富
の
半
分
が
大
坂
の
舟
の
上
に
あ

る
と
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
は
大
坂

の
四
通
八
達
し
た
水
路（
堀
川
）で
あ
り
、

大
阪
湾
が
冬
で
も
波
の
静
か
な
瀬
戸
内

海
と
い
う
長
い
海
上
回
廊
の
奥
に
あ
る

と
い
う
地
の
利
で
あ
っ
た
。 

加
え
て
、
古
い
文
化
を
蓄
積
す
る
京
都

と
は
五
〇
キ
ロ
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
そ

の
間
を
淀
川
が
流
れ
、
二
つ
の
都
市
を
結

ぶ
大
動
脈
と
し
て
舟
運
が
水
の
都
・
大
坂

の
繁
栄
を
支
え
た
。 

 

豊
臣
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
、
大
坂

で
は
多
く
の
堀
川
が
開
削
さ
れ
た
。
豊 

臣
期
の
治
世
下
に
東
横
堀
川
・
西
横
堀 

川
・
天
満
堀
川
・
阿
波
堀
川
が
掘
ら
れ
、 

合
わ
せ
て
延
長
五
六
町
余
（
六
・
一
一 

キ
ロ
）
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
秀
吉
は
背 

 

 

   

 割
（
太
閤
）
下
水
を
つ
く
り
、
そ
の
下 

水
を
堀
川
に
流
し
た
。 

 

江
戸
時
代
に
入
り
、
道
頓
堀
川
を
は 

じ
め
、
伏
見
京
町
か
ら
移
住
し
て
き
た 

町
人
た
ち
に
よ
り
京
町
堀
川
が
、
そ
の 

北
側
に
江
戸
堀
川
が
開
削
さ
れ
る
。
続 

い
て
海
部
堀
川
、
東
横
堀
川
か
ら
分
流 

し
て
木
津
川
に
合
流
す
る
長
堀
川
、
西 

横
堀
川
と
木
津
川
を
結
ぶ
立
売
堀
川
、 

阿
波
堀
川
か
ら
分
流
し
て
百
間
川
に
通 

ず
る
薩
摩
堀
川
が
完
成
す
る
。
こ
れ
ら 

を
合
わ
せ
る
と
九
〇
町
（
九
・
八
二
キ 

ロ
）
に
な
り
、
運
河
の
総
延
長
は
約
一 

六
キ
ロ
に
達
し
た
。 

 

こ
れ
ら
に
よ
り
、
水
運
が
ま
す
ま
す 

開
か
れ
、
天
下
の
台
所
と
し
て
発
展
し 

た
の
で
あ
っ
て
、
水
の
都
大
阪
は
「
水 

網
都
市
」
と
も
い
え
る
。 

「
な
に
わ
」
と
称
し
た
昔
の
大
阪
は 

上
町
台
地
だ
け
で
、
そ
の
東
側
も
西
側 

も
海
で
あ
っ
た
。
西
側
の
海
・
大
阪
湾 

に
は
「
難
波
八
十
島
」
が
浮
か
ん
で
お 

り
、
東
側
の
海
・
河
内
湾
は
潟
か
ら
湖 

へ
、
そ
し
て
、
大
き
な
池
（
深
野
池
・ 

新
開
池
）
や
湿
地
帯
へ
と
変
化
し
て
き 

た
。
だ
か
ら
、
秀
吉
が
、
上
町
台
地
の 

北
側
に
大
坂
城
を
築
き
、
そ
の
周
辺
に 

巨
大
な
市
街
地
を
整
備
し
、
都
市
機
能 

の
集
中
を
図
る
た
め
に
は
、
多
く
の
水 

 

   

 面
を
陸
地
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

 

多
く
の
堀
川
の
開
削
は
、
水
運
を
開 

く
と
同
時
に
、
そ
の
掘
っ
た
土
を
周
り 

に
積
み
上
げ
、
土
を
乾
か
し
、
土
地
（ 

陸
地
）
を
造
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。 

 

我
々
の
先
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代 

の
土
木
技
術
を
駆
使
し
て
、
掘
割
を
開 

削
し
、
川
違
え
を
し
、
川
浚
え
を
し
、 

堤
を
築
き
、
水
を
抜
き
、
土
地
を
乾
か 

し
、
土
を
盛
り
、
埋
め
立
て
て
新
田
を 

開
発
し
、
そ
し
て
道
を
つ
く
っ
て
、
新 

た
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
。 

こ
の
よ
う
に
大
阪
の
ま
ち
の
発
展
は 

埋
め
立
て
事
業
の
歴
史
と
と
も
に
あ
る 

と
い
っ
て
よ
く
、
水
の
都
・
大
阪
は
「 

埋
立
都
市
」
と
も
い
え
る
。 

「
土
一
升
に
金
一
升
」
と
い
う
こ
と 

ば
が
あ
る
。
広 

辞
苑
に
よ
る
と 

「
土
地
の
価
格 

の
甚
だ
し
く
高 

い
こ
と
の
た
と 

え
」
と
解
説
し
、 

バ
ブ
ル
経
済
華 

や
か
し
折
の
土 

地
の
高
騰
の
よ 

う
に
説
明
さ
れ 

て
い
る
が
、
大 

阪
人
の
い
う
「 

      

   

 土
一
升
に
金
一
升
」
は
、
大
阪
の
土
地 

に
は
多
く
の
金
と
手
間
と
時
間
が
か
か 

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て 

い
る
の
で
あ
る
。 

埋
立
都
市
で
あ
る
大
阪
は
、
自
然
の 

緑
に
恵
ま
れ
ず
、
公
園
も
少
な
い
と
い 

わ
れ
る
が
、
水
面
は
多
い
。
東
京
都
区 

部
と
名
古
屋
は
五
％
、
横
浜
や
広
島
市 

は
三
％
に
対
し
、
大
阪
市
は
一
〇
％
も 

あ
る
。
こ
の
一
割
の
水
面
＝
自
然
＝
財 

産
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
に
よ
っ 

て
、
水
の
都
・
大
阪
の
こ
れ
か
ら
の
都 

市
と
し
て
の
役
割
が
決
ま
る
と
思
う 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

     。 

  
 

 
 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
への
投
稿
を
募
り
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「お
お
さ
か
」で
す
。 

一
五
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


